


「 が ん 」 の 保 障 　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き
抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に
１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付
金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き
１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料
払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介
（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞
ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6
東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間
を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円
ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・
保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

２０１２年６月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３２０（２）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

東
海
本
部
は
、
抗
議
文
で
、
福
島

第
一
原
発
の
事
故
で
、
現
在
の
科
学

力
で
は
原
子
力
が
制
御
で
き
な
い
こ

と
、
未
だ
に
充
分
な
対
策
が
行
わ
れ

ず
、
事
故
の
責
任
が
政
府
に
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
原
発
事

故
の
原
因
究
明
が
事
故
調
査
委
員
会

等
で
行
わ
れ
て
い
る
最
中
の
原
発
再

稼
働
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を

表
明
し
た
。
多
く
の
国
民
が
不
安
を

感
じ
、
原
発
に
依
存
し
な
い
世
の
中

を
望
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
論
を
置
き
去
り
に
し
て
再
稼
働
を

強
行
す
る
姿
勢
に
対
し
て
抗
議
し
た
。

そ
し
て
、
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、

「
政
府
が
責
任
を
持
つ
」
と
の
発
言

は
あ
る
が
、
現
在
の
被
害
の
補
償
や

除
染
、
災
害
瓦
礫
の
問
題
な
ど
、
具

体
的
な
対
策
や
責
任
を
明
確
に
し
て

い
な
い
こ
と
、
具
体
的
な
責
任
内
容

も
明
確
で
な
い
中
で
の
大
飯
原
発
の

再
稼
働
は
、
国
民
の
声
に
背
を
向
け
、

国
民
の
生
活
と
安
全
を
守
る
べ
き
政

府
の
職
責
を
放
棄
し
た
も
の
と
断
定

し
、
大
飯
原
発
の
再
稼
働
方
針
に
断

固
抗
議
し
、
即
時
中
止
を
強
く
政
府

に
迫
っ
た
内
容
で
あ
る
。

福
井
県
知
事
へ
の
要
請
文
は
、
首

相
か
ら
の
要
請
に
対
し
て
、
県
民
の

生
活
と
安
全
を
守
る
こ
と
を
は
じ
め
、

多
く
の
国
民
の
生
活
と
安
全
を
守
る

た
め
に
、
大
飯
原
発
を
は
じ
め
と
し

た
、
す
べ
て
の
原
発
の
再
稼
働
に
反

対
し
、
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
を

作
り
上
げ
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
た
。

国
鉄
労
働
組
合
は
、
以
前
か
ら
反

原
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を

求
め
て
お
り
、
今
回
の
抗
議
と
要
請

文
の
送
付
を
は
じ
め
、
各
地
で
行
っ

て
い
る
諸
行
動
へ
の
参
加
も
組
織
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

５
月
30
日
、
政
府
は
、
関
西
電
力
大
飯
原
発
３
・
４
号
機
の
再
稼
働

を
関
係
閣
議
で
決
定
し
、
6
月
8
日
に
記
者
会
見
を
行
い
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
上
、
原
発
の
再
稼
働
が
必
要
」
と
の
説
明
を
行
い
、
福
井
県
知
事

の
同
意
を
得
る
と
し
た
。
６
月
８
日
、
東
海
本
部
は
、
再
稼
動
に
は
反

対
の
立
場
で
政
府
に
抗
議
文
、
福
井
県
知
事
に
は
要
請
文
を
送
付
し
た
。

大
飯
原
発
の
再
稼
動
は
許
さ
な
い

 

東
海
本
部
が
政
府
に
抗
議
、
福
井
県
に
要
請

 
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
バ
ス
は
、
昨

年
８
月
か
ら
、
眠
気
等
に
よ
る
10
分

程
度
の
臨
時
停
車
で
あ
れ
ば
認
め
て

き
た
。
会
社
が
今
年
行
っ
た
夜
行
便

に
つ
い
て
の
調
査
か
ら
、
運
転
中
に

眠
気
を
感
じ
た
場
合
の
対
処
な
ど
で

臨
時
停
車
を
行
っ
た
箇
所
が
終
着
側

に
72
％
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

休
憩
箇
所
を
追
加
し
た
。

今
回
の
措
置
に
つ
い
て
バ
ス
会
社

は
、
乗
務
員
の
眠
気
要
注
意
区
間
に

お
け
る
体
調
の
確
認
機
会
、
と
述
べ

て
い
る
。

変
更
は
、
本
年
７
月
１
日
。

今
回
の
変
更
と
見
直
し
で
バ
ス
輸

送
の
安
全
が
十
分
確
保
さ
れ
た
と
は

言
い
難
く
、
国
労
は
今
後
も
安
全
な

バ
ス
輸
送
を
め
ざ
し
、
会
社
や
行
政

な
ど
、
関
係
各
方
面
に
働
き
か
け
る
。

政
府
は
即
時
中
止
を

福
井
県
知
事
へ
強
く
要
請

５
月
22
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
バ
ス
は
、
夜
行
バ
ス
の
休
憩
箇
所
な

ど
の
改
善
を
行
っ
た
。
４
月
に
群
馬
県
の
関
越
自
動
車
道
で
７
名
が
亡
く

な
っ
た
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
を
契
機
に
国
土
交
通
省
が
報
告
書
を
発
し
た
こ

と
に
よ
り
、
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
安
全
管
理
の
見
直
し
に
応
じ
た
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
事
故
で
、
国
労
が
指
摘
す
る
安
全
輸
送
と
労
働
条
件

は
一
体
で
あ
る
こ
と
が
不
幸
に
も
証
明
さ
れ
、
今
後
も
安
全
輸
送
の
確
立

の
運
動
を
進
め
て
行
く
。

夜
行
バ
ス
の
休
憩
な
ど
を
改
善

実乗務距離(km） 途中休憩回数

※回送含む 現 行 改 案

３５０～ ３ ４

３００～３５０ ２ ３

※ 実乗務距離が300km超となる

路線は、中央Dほか４路線

変更、見直し内容

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
バ
ス

東海本部は、例年、実施をしている東海貨物協議

会「夏季カンパ」を本年度も取り組むこととした。

貨物会社がＪＲカード（ＪＲ東海の購入券と同様）

の一方的な廃止により貨物の組合員が各級会議など

への参加が厳しい状況が続いている。

東海貨物協議会は、職場の要求獲得にむけた取り

組み、組織拡大行動などを積極的に行い、今年に入っ

て静岡で組織拡大を成功させた。

東海本部は、これらの運動を続ける上でカンパが

大変重要と判断した。また、ＪＡＬ不当解雇の物販

などと重なることから、各級機関が、組合員に趣旨

説明が必要とのこと。

東海貨物協議会からの要請文では、組合員一人に

対し1,000円が目標となっている。

東海貨物協へ「夏季カンパ」を 6・8


